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プロセス計測の高信頼化を目的に，圧力伝送器のドリフト抑制手法を開発した。本研究では，ドリフトの

原理，パラジウムを用いたドリフト抑制手法の実験による評価について報告する。 
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1. 緒言 

原子力発電プラントにおいては，復水器や給水加熱器ドレンタンクの水位などのプロセス測定に圧力伝

送器が用いられている。これら圧力伝送器の一部で，内部に水素ガスが蓄積して計測値が実際と異なる事

象（ドリフト）が発生している[1]。我々の研究により，ドリフトの主要因は，外部からの水素透過と内部

シリコーンオイルの放射線分解で発生する水素による，圧力伝送器内部の圧力変化と分かった。対策とし

て，水素吸蔵物質であるパラジウム(Pd)で水素を吸蔵し，内圧変化を抑制する手法を考案した[2]。本研究

では，圧力伝送器内部のシリコーンオイル中に Pd を設置する構成に関して，オイル中での Pd の水素吸蔵

量と，ドリフトが発生すると報告される圧力 7.7kPa 以下で実機 10 年間での水素蓄積量(最大 8.0ml)の保持

が可能かを，実験により確認した。 

2. 実験 

脱気したシリコーンオイル 2gに Pdを 200mg混合させた試

験体に対して，PCT (Pressure-Composition-Temperature)

測定装置で水素吸蔵放出特性を測定した。図１に試験結果を

示す。吸蔵特性については，水素分圧を 0 から約 3MPa まで

上昇させたところ，シリコーンオイル中(a)と気中(c)[3]での吸

蔵曲線が類似しており，ほぼ同等の性能であることが分かっ

た。一方，放出特性については，シリコーンオイル中での水

素放出(b)は気中(d)[3]と比較して少なく，水素分圧を 7.7kPa

以下としても，最大 0.55wt%保持(大気圧換算で Pd1gあたり水

素 61.6ml)できることが分かった。 

3. 結論 

本試験結果から，シリコーンオイル中においても，Pd が気中と同量の水素を吸蔵可能であることと，水

素分圧が7.7kPa以下に低下しても，吸蔵した水素を最大 0.55wt%保持(大気圧換算でPd1gあたり水素61.6ml)

できることを確認した。圧力伝送器の内部に蓄積する水素量は最大約 8.0ml/10 年であり，ドリフト抑制に

必要な Pdは 0.13g 以上であれば充分であることが分かった。 
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図１ シリコーンオイル中のPdのPCT特性
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